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媒する酵素 Uridine-5-monophosphate synthase (UMPS) 遺伝子の機能欠損体は、ウラシ
ル要求性を示し、オロト酸アナログ体である 5-Fruoroorotic acid (5-FOA) に対して耐性
となる。この変異表現型やこの変異からの復帰表現型は、UMPS 機能による突然変異選択
マーカーとして利用することが出来る。先行研究では、羽状目珪藻 Phaeodactylum 
tricornutum において、この UMPS をマーカー系が確立された。本研究では、褐虫藻 





行った結果、P. tricornutum において 1.0 mg L-1 5-FAA + 50 mg L-1tryptophan、褐虫藻 
S. minutum において 20 mg L-1 5-FOA + 50 mg L-1 uracil 及び 20 mg L-1 5-FAA + 50 mg 
L-1可能であることが示唆された。これらの培養条件の培地を用いて、約 1.4×108 個の細
胞の塗布を行ったが耐性株を得ることができなかった。これらの選抜系のほかに、多くの
海洋微生物の選抜に用いられ耐性遺伝子が明らかになっている抗生物質 ZeocinTM 及び
Nouseothricin を用いた選抜が可能であるか検証したが、それぞれ生育阻害は見られず、
利用には不向きであることが示唆された。 
